 　　 現代ロシアの「闇」の言葉と翻訳上の困難について　　　
                                                        　　　　　　　　　堀江新二　２０００，１１，１８　 
京都産業大学国際言語科学研究所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共同研究「都市の人々の言葉と文化」分科会発表  
  
　ロシア語からの翻訳、しかもロシアの戯曲を主とした翻訳の実際から、いわゆる俗語を中心にロシア語独特の言いまわしを「音声的に」翻訳することの困難について、具体的例をあげて述べてみたい。同時に、ソ連時代と現代の俗語を巡る扱いの変化も自ずと明らかになるだろう。 
  １　言語的（ｖｅｒｂａｌ）な翻訳から音声的（ｖｏｃａｌ）な翻訳へ。 
　まず戯曲の翻訳が「書かれたもの」から「発語されるもの」としてあるという前提に立つ必要がある。人の言語活動の中でも、たとえば精神医学者が注目するのは、患者との音声的な（ｖｏｃａｌ）な対話である。 
　　精神医学的面接とはすぐれて音声的（ｖｏｃａｌ）なコミュニケーションの場 
　　である。（中略） 
　　もっぱら言語的（ｖｅｒｂａｌ）なコミュニケーションの場と述べていないこと 
　　に注目してほしい。コミュニケーションとは何よりも言語的であるという思いこ 
　　みは重大な誤り。実は人間が心底から本当に言いたいことの手がかりはたいてい 
　　耳経由で聞くものだ。（１） 
  この引用の「精神医学的面接」を「舞台上の言葉」と置き換えて読んでみよう。これは戯曲は「文学」であって、それをどう処置するかは実際に舞台を作る「演出家」にまかせればいい、とする考えの誤りにも繋がる。 
　あらかじめ発語されるものとして訳すのと、以下の例に見るように、言語的に「翻訳」しておけばいいのとでは文字通り「訳」（わけ）が違う。 
　戯曲ではないが、話しを分かり易くするため、ロシアのジョークを例にとる。 
     -  В России есть очень хорошее лекарство от Спида. 
     -　Как это называется? 
     -  Спиодин. 
（訳）「ロシアにはエイズに効くいい薬があるとさ」 
　　　「そりゃ、何て薬だい？」 
　　　「スピオジンて言うんだ」 
　　 （訳注：ロシア語でスピ＜СПИ＞は「寝ろ」という意味。またオジン＜ОДИН＞ 
　　　 は「１人」という意味。要するに、１人で寝ればエイズにはならないという意 
　　　 味だが、ロシアには、……ジン（キャベジンとか？）といった名前の薬が多いの 
　　　 で、つい薬の名前と思ってしまう。しかし、よく聞いてみると、「１人で寝ろ！ 
　　　 それがエイズへの一番いい薬だ」と言っているわけで、ジョークになっている。　　　 　　 
　　　　なお、何故１人で寝るとエイズにならないかというと……） 
　 
　これ以上訳註を続けることはやめておくが、これがいわば「言語的」な翻訳である。 訳註さえつければ事足りる、とする訳である。しかし、これが二人の会話として舞台上で発語される場合は、どうするのか？　舞台上にいつも「註」と書いた看板を持った人がいて、日本語では分からない部分を、その度に芝居を止めて説明するとなると、これは「喜劇」になってしまう。 　　　　　　　　　　　　　　またジョークといった他の言葉に移し替えることがもともと無理なジャンルを持ってきて、戯曲　翻訳の例にするのはおかしい、と思われる向きもあろうから、ここで筆者の恥を披露しながら、　戯曲の例をとってみよう。 
　Лора -　Я живу в Судаке. Знаешь такое место….в Крыму ? 
  Анна - Не была я ни в Судаке, ни в " Щуке" . 
  ローラ　-　スダーク市に住んでいたのよ、私。知ってる？　クリミヤ地方の？ 
　アンナ　-　わたしゃ、スダーク（魚のスズキの意味＝訳者註）にも、シューカ（魚のカ 
　　　　　　マスの意味＝訳者註）にも行ったことないさ。 
　（原文А . Галин   " Звезды на утреннем небе "　１９８７年モスクワ 
　　訳文　А・ガーリン作『夜明けの星たち』岩波書店、　拙訳、　１９８９年より） 

  

　ここではスダークという町の名前が固有名詞であると同時に、ロシア語では「魚のスズキ」を意味する言葉なので、アンナがからかって「私はスダークにもシューカにも行ったことない」と言葉遊びを入れている（シューカは訳註にあるとおり、魚のカマス）。 

　これを翻訳どおり俳優がしゃべったとしても、日本の観客には何を言っているか、さっぱり分からないだろう。演出家も困るはずである。幸い、この翻訳はレニングラード・マールイ劇場の日本公演（１９８９年）に向け、「読み物」として岩波書店から出版したもので、同時通訳用台本は、また別になっているはずだが、先にも述べたように、発語されるものとしての戯曲翻訳を目指す筆者としては、訳註に頼ったことを後で大いに後悔していることだけは申し添えておく。だからというのではないが、それから１０年たって１９９８年に筆者が翻訳した戯曲（同じ作家Ａ・ガーリンの最新作）には多少の進展があるので、上手な訳かどうかは別にして、少しだけここに披露しておくことにする。 

  

　Изольд 　-　Из объяснений этой тетки я тоже ничего не понял. 
         　　Может, здесь намечается масонское ложе? 
  Кораблева - Ложа. Масонская ложа. 
  Изольд　-  Ложа?  Мне всегда казалось - ложе.( Неожиданно поет, отставив руку) Взошла я на ложе-е…. 
　イゾリド　-　この婆さんが何か説明してくれましたが、何のことかさっぱり分からなか 
　　　　　　　った。ひょっとして、ここではフリーシャンソンの秘密集会でもあるんで 
　　　　　　　すか？ 
　コラブリョワ　-　メーソン、フリーメーソン。 
　イゾリド　-　　メーソン？　私はずっとシャンソンだとばかり思っていた。 
　　　　　　　（突然手を振って歌い出す）シャンソーン、乙女のねやへ行きて… 
　　（原文А. Галин  " Жанна"　　１９９２年モスクワ 
 　　　翻訳　Ａ・ガーリン作　『ジャンナ』青年座台本　１９９９年拙訳より） 
  
　これは、イゾーリドという老人が、お婆さんたちの集まりにはじめて呼ばれて、部屋に入ってきたときの台詞である。「ここはフリーメーソンの支部会議＜ЛОЖА＞でもあるのか？」と言うところを「フリーメーソンの寝床＝閨＜ЛОЖЕ＞でもあるのか？」と間違えて言った場面。すぐにコラブリョワから　＜ЛОЖЕ＞ではなく ＜ЛОЖА＞だと言い直されている。 
　ここを「フリーメーソンの寝床でもあるのか？」と訳し、「寝床ではなく支部会議よ」と言い直されたと訳したら、日本語として意味が通じない。そこで、このイゾーリド爺さんが歌が好きだということと、この台詞の後ですぐ歌を歌出だすので、「フリーメーソン」という言葉を言い違えたらどうだろうと考え、訳出したのが、拙訳である。もちろんもっと良い代案があるとは思うが…。 
　もう一つだけ例を引く。 
　Изольд  -　Моя фамилия Кукин. Друзья называли в молодости 
　　　　　　" Кукиным сыном ". 　Эдак всегда … Кукин ты сын, говорили.　　 
  イゾリド　-　私の名字はクーキンといいましてね、幼い頃には、悪ガキクーキン、 
　　　　　　　　ぞうきん、ばいきん…などと言われたものです。 
  
　これもイゾーリドという爺さんが子供の頃を思い出して話している場面。彼の姓はクーキンというのだが、「小さいときクーキンのガキ、クーキンのガキとからかわれた」というのが原文からの言語的直訳。この「クーキン」＜КУКИН＞という言葉が「スーキン」＜СУКИН＞という言葉と似ているためからかわれたのだが、「スーキン」とはメス犬を指し、ロシア語では「メス犬のガキ」というのは喧嘩を売る相手に投げかける罵詈雑言の類である。そこで、上記のような訳になったのだが、いかがなものであろうか？ 
　いわばここまでは、一ひねり。音声的に訳す、一切の訳者註は付けられないのだと腹を据えれば、あとは日本語能力の問題であろう。ところが、以下の文あたりは、文化差を言語で埋めることが不可能であることを如実に物語っている（再度繰り返すが、ここではあくまで「音声的」翻訳を問題にしている）。 
　やはり同じ作品から。ここは、イゾーリド爺さんが、ある亡くなったお婆さんを回想し、自分がその婆さんから「ミスター告訴（イスク＝ИСК）」とあだ名を付けられたのを思い出している。彼が事あるごとにすぐ「訴えてやる」と息巻くので、「ミスター告訴（イスク）」とあだ名を付けられたのである。 
　Изольд - Помните,она тут брякнула: " Мистер Иск ?"  
          Смешно, не правда ли, получилось? 
          (поет.)  " Снова туда, где море огней …. 
  イゾリド　-　覚えていますか、ここであの人が言った言葉。「ミスター告訴」 
　　　　　　　でしたかな？実に可笑しいじゃあありませんか、え？ 
　　　　　　　（歌う）「我再び、火の海に出ん」… 
　これは一見なんの問題もない翻訳のように思える。ところが、実際にこの翻訳を演出家の手に渡してから、しばらくして演出家から「イゾーリド爺さん」が歌う歌の出所を調べてくれと頼まれた。考えてみれば、それは翻訳者の仕事である。しかし、こればかりは簡単には分からず、大学の同僚のロシア人教師に尋ねてみた。ロシア人はさすがよくオペラやオペレッタを知っていて、彼女はこの数語の歌詞を見て、すぐに「ああ、これはハンガリーの作曲家カールマンの有名なオペレッタ『サーカスの王女』の一節です」と答えてくれた。これだけを演出家に伝えれば、後はこのオペレッタのメロディを知るため、レコードやらＣＤなど探す仕事は、演出家に任せればいい。筆者は安心して、ロシア人教師の部屋を出ようとした。ところが、そのとき一言彼女が付け加えた言葉が、筆者の足を止めた。ロシア人の教師は「この歌を歌っているのが、オペレッタの主人公＜ミスターＸ＞です」と付け加えたのだ。ロシア語では＜МИСТЕР ИКС＞（ミスター　イクス）と言うのだが、それは翻訳の恐ろしさを頭に叩き込むのに十分な一言だった。なぜ、爺さんが＜ミスター告訴（イスク）＞言われたこと思い出して、その後、この歌を歌ったのか…。告訴＝イスク＜ИСК ＞と Ｘ＝イクス＜ИКС＞は文字を入れ替えただけだったのだ。それで爺さんは＜ミスターＸ（イクス）＞の出る有名なオペレッタを思い出し、その後の歌詞を口ずさむのである。これで、この歌の意味も理解できた。翻訳者は、そこまでは知っておかなくてはならない。しかし、どう翻訳すればいいのだろう？　訳註を付けるか？　いや、それでは発語されるとき意味がないではないか…。これが音声的翻訳の限界であろうか？　観客に、芝居のはねた後、翻訳を読んでもらうように訴えるか、あるいは最後は翻訳ではなく「翻案」として別のものにしてしまうか、それしか方法はないのかもしれない。 
　その点で、いいか悪いかを別にして、白水社で小田島雄志氏が訳しているマイケル・フレイン訳のチェーホフ劇の英訳はきわめて示唆に富んでいると言えよう。ただし、英語からの重訳がチェーホフ劇の翻訳としていいかどうかは別の問題である。ここで言いたいのは、あくまでマイケル・フレインの英訳のことである。二つの例を引いてみる。 
なお、Ａは小野理子訳（岩波文庫）Ｂは神西清訳（中央公論社チェーホフ全集）Ｃはマイケル・フレイン（日本語へは小田島）訳。 
　チェーホフ作『桜の園』より 
　①　Трофимов　-Должно быть, я буду  вечным студентом. 
　Ａ  トロフィーモフ　　多分僕は永遠の大学生なんです。 
　Ｂ　トロフィーモフ　　きっと僕は。万年大学生でしょうよ。 
　Ｃ　トロフィーモフ　　僕は万年大学生になるんだと思いますよ。「さまよえる 
　　　　　　　　　　　　　　ユダヤ人」をもじって言えば、「さまよえる大学生」に。 
同じく『桜の園』より 
　②　　Епиходов  ‐ Вы читали Бокля?　 
    Ａ　　エピホードフ　‐バックルの著作はお読みですか？（Ｈ・Ｔ・バックルはイギ 
　　　　　　　　　　　　　リスの歴史家。主著『イギリス文明史』。１８６０年すでに　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　ロシアで翻訳が出ており、気候・風土がその文明に影響する 
　　　　　　　　　　　　　との学説で知られた＝訳者註） 
　　Ｂ  エピホードフ　　‐あんたはバックル（１９世紀のイギリス文明史家）を読んだ　 
　　　　　　　　　　　　　ことがありますか？ 
　　Ｃ　エピホードフ　　‐きみは、ヘンリー・トマス・バックルの本読んだことある？ 
　　　　　　　　　　　　　イギリス文明史」を？ 
　最初の①の例はチェーホフの有名な台詞だが、家庭教師だったトロフィーモフが自分のことを「万年大学生」と言うところ。この万年大学生という言葉が問題で、日本語だと「いつまでも学生をやっている男」（場合によっては、落第を繰り返している「落ちこぼれ学生」とも取れる）というニュアンスになる。ここで、マイケル・フレインは＜ВЕЧНЫЙ＞（ｖｅｃｈｎｙｉ＝永遠の、万年）という言葉に注目する。 
それは ｖｅｃｈｎｙｉ　ｚｈｉｄ―　文字通りには　ｔｈｅ　ｅｔｅｒｎａｌ　Ｊｅｗ
「永遠のユダヤ人」、あるいは英語でｔｈｅ　Ｗａｎｄｅｒｉｎｇ　Ｊｅｗ 「さまよえ
るユダヤ人」、つまり永遠に雨露をしのぐひさしもなく大地を放浪すべ く運命づけられ
た人の意味である。（中略）（２） 
そして、マイケル・フレインはチェーホフが妻に宛てた手紙に、大学から政治活動をして追放された学生であると示唆した内容を引用している。つまり、トロフィーモフはただ「長く大学にいる学生」でも「落ちこぼれ」でもなかったのである。「万年大学生」という響きが、はたして妥当な翻訳だったのか、チェーホフ研究者のさらなる探求を待ちたいものである。ただ、フレインの訳が、思い切って「意訳」になっていて、それが音声的翻訳として、その場で舞台から発せられる音として聞いた場合、より分かり易いことは事実だろう（ただ日本で「さまよえるユダヤ人」という言葉が、どの程度連想性を持ち、この言葉から、トロフィーモフという役の性格付けができるかどうかは疑問だが…）。 
　発語される台詞、つまり音声的な翻訳の分かり易さという点では、もう一つの例の方が適当かもしれない。②だが、これは『桜の園』の登場人物の1人エピホードフの短い台詞である。第二幕の冒頭で執事エピホードフが、従僕や小間使いに気取って話すところ。 
　チェーホフの原文は「バックルを読みましたか」という単純な文章で、Ａの訳もＢの訳も文字通りの訳で、もちろん正確なものだ。そしてともに、訳註がついている。一方フレインは、余分な言葉を入れている。つまり、本の題名を上げているのだ。これも筆者には当然のことと思える。チェーホフの原文には書かれていなくても、ここで大事なことは、執事が結構「小難しく知的な」本を読んでいること（あるいは読んではいなくとも、本の題名くらいは知っているということ）そして、それを使用人仲間にしゃべることであろう。 だとすると、（訳註を無視すると）ＡとＢの翻訳にあるような、バックルという人の名前だけで、どこまで日本人観客はその裏までつかみきれるだろう。恐らくチェーホフの時代にこの芝居を見に来た人たち（インテリたちだか）には、エピホードフが「バックル」の名前を挙げたことの意味が分かっていたはずだ。たとえば日本人が「あなたはビックコミックを読んでいますか」と聞くか「大江健三郎を読んでいますか」と聞くかではニュアンスが違うことが一目瞭然なように（この例がいいか悪いかは、あまり深く考えない方がいいかもしれないが）。フレイン訳では、「イギリス文明史」と具体的に名前が挙がっていて、明らかに執事が言う言葉としてアンバランスであることが、聞いていて分かる。訳註に頼らない音声的翻訳としては、実に見事というべきではなかろうか。 
２　「闇」のロシア語とその訳の問題　　 
　さて、戯曲翻訳の難しさとその特徴である「音声的翻訳」の前提を述べてきたので、ここで本題のロシア語「闇」言葉の翻訳について、話しを進めていきたいと思う。 
　まず、「闇」言葉とはそもそも何か。 
　これはソ連時代のいわゆる＜Нецензурное слово＞（検閲不合格用語）と言われたもので、作品として政治的に「検閲」に引っかかるという「高級な」ものではなく、「卑猥である」が故に表にだせない表現である。といっても日本語でもあるような、たとえば性器を直接的にそのままの意味で表す言葉のようなものではなく、いわば粗野な男言葉といった類の表現なのである。そんなことが、なぜ検閲に引っかかるのかというと、言葉自体の基の意味がやはり「卑猥」だから、という「複雑」なことになっている。 
　筆者が、大学で習ったり、公の出版物から知ったロシア語とは全く別のレベルのロシア語があると知ったのは、かつてロシア滞在中に病気で長期入院したときのことである。結核性肋膜炎という古典的な病気だったが、ロシアでも結核はだいぶ減ってきていて、これにかかるのは定期検査を受けられない社会的下層の人たちが多かった。そこで話される言葉は、そういった社会層の中に溶け込むための一種の手形のようなもので、粗野なしゃべり方がむしろ当たり前になっていて、丁寧な話し方だとかえって馬鹿にされてしまう。実際ダゲスタンから来たかなりインテリのロシア語ロシア文学の教師も、入院して２日目にはそういった話し方にすっかり変わっていた。 
　会話に挟まれる言葉なのだが、ほとんど次の３つの単語から成り立っている。 
　　блядь  またはбля 　　本来の意味は売春婦とか淫売のこと。 　　 
    ебать  本来の意味は性交する（誰々とやる）といった意味  
    хуй   　本来の意味は男性器　 
　この３つの単語の中で一番使われるのが、блядьで、最近日本で出版された『話しことば辞典』でも、 
　　くだけた男の会話で頻繁に用いられることから「ロシア語冠詞」とさえ冗談に命名 
　　されており、会話文のどこにでも挿入される。原義は失われ、怒りや不満のイント 
　　ネーションのとき以外はそれほど強い感情表現はなさない。 
　と述べられているように、ただ口調を粗野にするためにだけ、挿入される言葉になっている。　 
　ちなみに、筆者が入院中にこの事を知ったという単純な文章で、例文を作るとこうなる。 
  
　　Об этом ,бля,  я узнал,  бля ,  когда я лежал, бля , в больнице , бля.　　　　　　　　　 
　　俺がよ、これを知ったのはよ、糞ったれ、入院したときだってんだよ。（３） 
　ロシア語の方では四回もБЛЯという言葉を挿入させてもらったが、日本語にはなかなか、うまく訳せない。「糞ったれ」などという言葉を入れると「怒りや不満のイントネーション」になってしまうが、先の引用にも書いてあるとおり、別に「強い感情」ではなく、普通の会話として考えていいのである。これに、上記した他の２つの言葉を（形容詞にしたり、副詞にしたりして）使うと、もっと品のない言い回しになるのである。こういった単語はソ連で発行されるあらゆる文献はもちろん、日本で発売されている露和辞典にも当時は載っていなかった。 
　戯曲翻訳という意味では、ここで一つ面白い現象を紹介しておこう。 
　それは「卑猥な名文句」と言えばすぐに名前が挙がりそうなシェイクスピアの作品がソ連でどう訳されていたかということである。 
シェイクスピアの訳で名訳と定評のある作家パステルナークの翻訳を見てみる。 
　パステルナークは『ドクトル・ジバゴ』が発禁されてから、しばらくシェイクスピアの翻訳に従事し、今日のロシア演劇は、大半が彼の翻訳でシェイクスピアを上演していると言ってもいいくらいである。そして名訳だと言われている。 
　比べるのは、日本のシェイクスピア訳の第一人者、先のチェーホフ翻訳でも引用した小田島雄志氏の訳である。作品は若者の「卑猥な表現富む」『ロミオとジュリエット』より、第２幕第４場。乳母が広場にやってきてマキューシオと丁々発止の言葉を交わすところ。（英語原文、小田島訳の日本語、パステルナーク訳のロシア語の順） 
　　Mercutio  God ye good den, fair gentlewoman. 
    Nurse    Is it good den? 
    Mercutio  'Tis no less, I tell ye : for the bawdy hand of the dial is now upon the  prick of noon. 
マーキューシオ　 これはこれは、お奥方、おおそうございます。 

       乳母　 　　　　　  おそいですって？ 

    マーキューシオ　 　そのとおり、日時計がみだらな指で、もう午後の急所をいじってい 

                     　るからね。 

     Меркуцио   С добрым вечеом , добрые государи ! 
    Кормилица  Разве уже вечер? 
    Меркуцио   По- видимому. В вашей жизни - беспорно. （４） 
　　ここで、大修館書店のシェイクスピア原文解説を参考にして見ると、シェイクスピアはマーキューシオの二つ目の台詞に、隠語の入ったかなり卑わいな意味を含ませている。乳母をからかうためだ。たとえば、ｐｒｉｃｋ　ｏｆ　ｎｏｏｎには「勃起したペニス」という意味があるし、ｂａｗｄｙ　ｈａｎｄ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｄａｉａｌも「女のみだらな手」という意味にもとれるとすると、たしかに小田島訳は、その意味をとって訳されている。ところが、パステルナークはここで、急に翻訳の精度が落ちていて、名訳どころか中途半端な訳になってしまっている。マーキューシオの台詞は「そのようだな。あんたの人生が、晩年だってことよ」となっていて、明らかに誤訳、あるいは誤訳とまでは言わなくても、パステルナークにしては、「手を抜いたような」訳である。 
　この後、マーキューシオが歌う「年取った淫売」の歌も、パステルナーク訳は精彩がない。 
  
　　 Mercutio   An old hare hoar, And an old hare hoar, 
　              Iz  very good meat in Lent ; 
               But a hare that is hoar Is too much for a score, 
               When it hoars ere it be spend. 
   マーキューシオ　娼婦の肉パイ、黴いっぱい。　ソレ、娼婦の肉パイ、黴いっぱい 

　　　　　　　　　　それでも食えれば、文句ない 

　　　　　　　　　　食えぬ肉パイ、黴いっぱい。　ソレ、食えぬ肉パイ、黴いっぱい それでは勘定、払えない 

　 Меркуцио     Если зайца кусок  запеть  в  пирог, 
                 Ты им постного не оскоромишь. 
                 Но бывает,  что так староват русак - 
                 Тронешь вилкою, зуб переломишь.　　 
  
 先の大修館書店の原点解説では、ｈｏａｒという単語はｗｈｏｒｅ（娼婦）とも読めるので、ｈａｒｅ　ｔｈａｔ　ｉｓ　ｈｏａｒは、「かび臭い兎」、「娼婦である兎」の意。 従って、小田島訳はかなり原文の意味に近い。 
　一方、パステルナーク訳は、「ウサギの肉をピロシキに入れても、精進で食わなければ、 古くなって、ウサギの肉はフォークでさしても、先端が折れちまう」といった具合で、どうも肉だけの意味しか浮かび上がってこない。 淫売（бля）といった「闇」の言葉は、公式には使えなかったのである。 　
ところが、ソ連が崩壊して１０年近くたって、ついに「闇」言葉がおおっぴらに文学に登場し始めた。今モスクワのユーゴザーパド劇場で上演されているウラジーミル・ソローキンの『シチュー』という作品である。 
　ソローキン氏は現在東京外国語大学のロシア語・文学の教師として来日しているが、１９９８年あたりから、日本でも注目され、すでに長編小説と短編小説が日本語でも出版され話題になっている。ここでは彼のＳＦ的戯曲『シチュー』を取り上げてみる。（５） 
　この戯曲は、２０４０年という未来社会が舞台になっている。そこでは「環境法」が厳しく遵守され、環境を汚染するものには厳しい罰が与えられる。 
　つまり鯨を捕ったら懲役何年、黒雷鳥を殺したら懲役何年、ニワトリで何年、子牛で何年といった具合。まして、それを料理したり、その料理を販売したら罪は何倍にも重くなる。おいしい料理を食べるために、非合法のレストランが「 地下活動」をしている時代に、鳥類殺害と子牛殺害、しかもその料理を作った罪と販売した罪で通称「モスクワ風ボルシチ」とあだ名される男がシベリア（らしい）の収容所にやって来るところから芝居は始まっている。 
　そして、そこで先輩格のコックから収容所のしきたりなんかを「丁寧な言葉」で教えられる。 
  　　　西洋わさび入り仔豚という綽名のセルゲイがボルシチに収容所の 施設、規則など、
丁寧に説明 
　

仔豚　-　　　というわけで、料理や食品に関する会話は禁止されています。 
　　　　　　また、環境に有害な会話や表現も禁止です。スミヨー教授の説によると、 
　　　　　　環境に有害な言語は、本人の生体系に悪影響を及ぼすだけでなく、周囲 
　　　　　　の者の健康をも害すると言われています。 
ボルシチ　-　その理論は私も知っています。まったくその通りだと思ってますよ。　　　　　　 
仔豚　　-　罵詈雑言をなどしゃべった場合は、３日間の独房行きです。 
ボルシチ　-　　一度だけ、そういった汚い言葉を聞いたことがあります。でも、信じ 
　　　　　　　　てください、僕はこれまで一度もそんな言葉しゃっべったこともないし、 
　　　　　　　　これからもしゃべりませんよ。 
　 　長くなるので、ロシア語はここに引用しないが、環境に有害な言語というのが、まさにかつてのソ連時代の「闇」言葉に他ならない。収容所に入っている連中の言葉から、この「闇」言葉が発せられないのは、３日間の「独房行き」という罰則があるからなのだ。 少し後を見ると、がらっと文体が変わるのが見て取れる。少し長くなるが、ロシア語文も引用しておこう。 
  
　　仔豚　-（壁の時計を見て）消灯まであと３０秒だ。囚人諸君、それぞれのベッドに 
　　　　　　着いて下さい！ 
　　　　　　　　（囚人達それぞれのベッドに入り、毛布をかぶる。） 
　　仔豚　-　環境にきれいな夢を見るために、右を下にして寝ること！ 
　　　　　　　　（全員、右を下に寝返りをする。） 
　　ボルシチ　-　ところで、どうしてこんなに消灯時間が早いんです？普通の矯正 
　　　　　　　　　労働収容所は２３時ですけどね…？ 
　　仔豚、-　その説明は簡単なことです。実は…… 
　　　　　　　　（拡声器の声　全収容所、消灯！） 
　　　　　　　　（すべての明かりが消え、監視用のテレビカメラも作動しなくなる。） 
　ここから、極端に文体が変わってしまう。かつての「闇」の言葉のオンパレードである。　　 
　　仔豚　-　実は……ここの糞ったれ風力発電所がよ、役立たずのチンポコ同然で、 
　　　　　　糞食らえの環境に優しいエネルギーは１０時までしか使えねえってんだ 
　　　　　　よ！ 
　　　　　　（囚人達それぞれ蝋燭をともす。ボルシチの方に魚スープが近づいてくる。） 
　　魚スープ　-（タバコの煙をボルシチの顔に吹きかけ）おめえの寝床は便所の横だよ！ 
　　ボルシチ　-（同じくタバコの煙を魚スープに吹きかけ）おめえ、一体どこの馬の骨だ？ 
　　囚人の１人　-　魚スープだよ。 
　　ボルシチ　-　いやー、チンポコ縮みあがるほど、こえーよ。小便もらしそうだ！ 
　　　　　　　　（そう言いながら、シャツをめくる。胸に刺青） 
　　魚スープ　-（やはりシャツをめくると、体中に食品類が色鮮やかに刺青されている） 
　　　　　　　もっとちびらせてやろうか？　ションベンどころか糞ももらしやがるぜ！ 
　　　　　　　　　（顔を近づけて） 
　　　　　　　キエフ風カツレツ（淫売）、ジャガイモ付フィレ（淫売）、タルタルソー　　　 
　　　　　　　ス（淫売）！　 
　　ボルシチ　-　羊の背肉（チンポコ野郎）！黒スグリ（チンポコ野郎）、白キノコ 
　　　　　　　　（チンポコ野郎）！　　 
　　　　　…………＜以下延々と続く＞ 
    魚のスープ　-　おめえの綽名はなんて言うんだ？ 
　　ボルシチ　-　モスクワ風ボルシチさ。 
　　魚のスープ　-　おっ母とやりやがれ！！この糞ったれ！ 
　　　　　＜こうして、手洗い歓迎を受け、ボルシチは収容所で認められていく＞ 
    Поросенок - Помните экологически чистый сон - только на правом боку.　　 
　　      (Все поворачиваются на правый бок.) 
    Борщ  -  Скажите , друзья , почему отбой в нашем лагере такой раний? 
             Обычно в исправительно-трудовых учреждениях он в  23 .00. 
   Поросенок  - Друг это легко объяснимо. Дело в том, что ….. 
          (Репродуктор  ; Лагерь , отбой !) 
　　　　　( Свет гаснет. Гаснут телекамеры внутреннего наблюдения)   　 
          （ここから文体が変わる） 
 　Поросенок  -  Дело в том , что ебная ветряная электоростанция у местных 
                 Экошвайнов хуево тнянет . Ее вонючего экологически 　　　　 
　　　　　　　　　чистого Электричества хватает только до десяти. 
               (Царская Уха достает сигарету . Ему подносят огонь. Он   
               прикуривает и манерно затягивается.) 
   Уха  -   Детка, а вам не кажется,  что ваше место у параши? 
   Борщ  -  Кто это, 
   Сосед  -  Царская Уха. 
   Борщ   -  Ой , как страшно. Братва, я сейчас обоссусь от страха. 
              ( Резким движением разрывает майку на груди. Видны его          
                татуировки). 
   Уха   -  ( срывает с себя майку. Он весь покрыт  цветной 
             Гастрономической Татуировки). Устанешь обоссываться! Так   
              устанешь, что не сможешь . Ни ссать , ни срать , ни жрать , 
              бля!  ( подходит к Борщю) 
            Котлета  по- киевски, бля. С картофелем фри, бля, и 
            тарталетками, Бля! 
  Борш  -  Седло барашка , на хуй, с рисом , на хуй, с чернослвом , на хуй 
           Шампиньонами , на хуй ….. 
  Уха  -  Как твоя кликуха? 
  Борщ  -  Борщ Московский. 
    Уха  -  Еб твою мать !    (6) 
　以上ロシア語のアンダーラインの箇所がこれまで「闇」の言葉と言われた部分である。 本来の原義は失われ、男社会のアイデンティティを確認するために頻繁に使用される一種の口調のようなものであろう。 　しかし、上記した拙訳では「意識的に」その言葉の「原義」をカッコ入れて訳してある。本来ならば、この「原義」（「淫売」だとか「チンポコ」だとか、「おっ母とやりやがれ」といった箇所）をすべて削除し、粗野な男言葉にすればいいのだが、東京標準語ではなかなかうまく行きそうにない。(7) 　　　　　　　　　　　
最近では友人であるモスクワの演出家も、稽古の最中に熱中してくると、この言葉を盛んに使っているから、だんだん一般的になってきているのかもしれない。 パステルナークが現代に生きていて、シェイクスピアを訳したら、果たして「闇」の言葉を使っただろうか？ 
　戯曲を訳す際、こういった俗語と独特な口調との関連を考えると、現代の俗語そのものの研究が英語などに比べると（ソ連時代にタブーだったことを考慮に入れても）遅れているし、なによりも音声的な翻訳の経験がもっと蓄積される必要があろう。
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